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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも水とリン酸エステル系界面活性剤とカーボンブラックと非イオン性樹脂分散
剤と剪断減粘性付与剤を含む水性ボールペン用インキ組成物であって、前記リン酸エステ
ル界面活性剤が下記一般式（１）であり、前記カーボンブラックが、その１０質量％水分
散体のｐＨが２～９であることを特徴とする水性ボールペン用インキ組成物。
一般式（１）
【化１】

（式中Ｒは炭素数１２～１６のアルキル基であり、ｎは２０～３０の整数であり、Ｒ’は
ＨまたはＲ（ＯＣ２Ｈ４）ｎである）
【請求項２】
　前記カーボンブラックの一次粒子の平均粒子径が１０～３０ｎｍであることを特徴とす
る請求項１に記載の水性ボールペン用インキ組成物。



(2) JP 5844076 B2 2016.1.13

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記非イオン性樹脂分散剤が、ポリビニルピロリドン及びその誘導体、共重合体から選
ばれる１種または２種以上であることを特徴とする請求項１または２に記載の水性ボール
ペン用インキ組成物。
【請求項４】
　先端にボールを回転自在に抱持したボールペンチップを直接または接続部材を介して設
けてなるインキ収容筒に、請求項１～３のいずれか１項に記載されたインキ組成物が充填
されたことを特徴とする水性ボールペン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性ボールペン用インキ組成物およびそれを用いたボールペンに関する。さ
らに詳しくは、経時後もインキ組成物中の顔料の凝集や沈降が無く安定性が良好で、筆記
する際にボール受け座の摩耗によるボール沈みが少なく、滑らかな書き味を有する水性ボ
ールペン用のインキ組成物および滑らかな書き味を有する水性ボールペンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　水性ボールペンは、先端にステンレス鋼などからなる金属チップと該金属チップのボー
ル受け座に抱持される超硬などからなるボールとからなるボールペンチップを、直接また
は接続部材を介してインキ収容筒に装着した構成となっている。この様な構成の水性ボー
ルペンに使用されるインキ組成物は、油性ボールペンに使用されるインキ組成物に比較し
てボールとボール受け座の間の潤滑性が劣る傾向にあり、その結果、筆感不良など問題が
あった。
【０００３】
　これらを解決するために、各種検討がなされている。例えば、 グリセリンのエチレン
オキサイド付加物を潤滑剤として用いたインキ組成物（特許文献１参照）、グリセリンや
ポリグリセリンのアルキレンオキサイド付加物とリン酸エステル系界面活性剤を潤滑剤と
して併用したインキ組成物（特許文献２参照）が開示されている。また、剪断減粘性水性
インキ組成物の潤滑効果を向上する目的で、リン酸エステル系界面活性剤を用いるインキ
組成物（特許文献３参照）が開示されている。
【０００４】
　しかしながら、潤滑効果を上げるために添加した潤滑剤においても、用いる着色剤の種
類によっては、その効果を十分に発揮することができないなどの問題があった。
【０００５】
　また、着色剤に、顔料を用いた場合、用いる顔料の種類によっては経時後に顔料の凝集
や沈降が起こり、インキ組成物の経時安定性に問題があった。さらには、用いる着色剤の
種類によっては、筆記する際にボールの受け座が摩耗してしまい、筆感が重くなるなど、
書き味が悪くなることと共に、ボール沈みが大きくなり、筆記出来なくなる場合があった
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭６３－２３４０７３号公報
【特許文献２】特開２００９－１７６１号公報
【特許文献３】特開２００７－２３１２３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、顔料の分散が安定であり、インキ組成物の経時変化が少なく、筆記する際に
ボール受け座の摩耗が少なく、滑らかな書き味を有する水性ボールペン用の水性インキ組
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成物およびそのインキ組成物を充填した水性ボールペンを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、少なくとも水と特定のリン酸エステル系界面活性剤と特定のカーボンブラッ
クと特定の非イオン性樹脂分散剤と剪断減粘性付与剤を含む水性ボールペン用インキ組成
物および、該インキを充填した水性ボールペンとすることなどにより、前記課題が解決さ
れ、本発明を完成するに至った。
すなわち、本発明は、
「１．少なくとも水とリン酸エステル系界面活性剤とカーボンブラックと非イオン性樹脂
分散剤と剪断減粘性付与剤を含む水性ボールペン用インキ組成物であって、前記リン酸エ
ステル界面活性剤が下記一般式（１）であり、前記カーボンブラックが、その１０質量％
水分散体のｐＨが２～９であることを特徴とする水性ボールペン用インキ組成物。
一般式（１）
【化１】

（式中Ｒは炭素数１２～１６のアルキル基であり、ｎは２０～３０の整数であり、Ｒ’は
ＨまたはＲ（ＯＣ２Ｈ４）ｎである）
２．前記カーボンブラックの一次粒子の平均粒子径が１０～３０ｎｍであることを特徴と
する第１項に記載の水性ボールペン用インキ組成物。
３．前記非イオン性樹脂分散剤が、ポリビニルピロリドン及びその誘導体、共重合体から
選ばれる１種または２種以上であることを特徴とする第１項または第２項に記載の水性ボ
ールペン用インキ組成物。
４．先端にボールを回転自在に抱持したボールペンチップを直接または接続部材を介して
設けてなるインキ収容筒に、第１項～第３項のいずれか１項に記載されたインキ組成物が
充填されたことを特徴とする水性ボールペン。」に関する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、特定の構造のリン酸エステル系界面活性剤と特定のカーボンブラック
と非イオン性樹脂分散剤と剪断減粘性付与剤を用いた水性ボールペン用インキ組成物とす
ることなどにより、従来の水性ボールペン用インキ組成物を用いた場合と比較して、イン
キ組成物中のカーボンブラックが経時沈降することなく安定性が良好となり、さらに、ボ
ール受け座の摩耗を抑えることができ、筆記する際の筆記抵抗が減少し、滑らかな書き味
となるなど優れた効果を奏するものである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の水性ボールペン用インキ組成物は、水とリン酸エステル系界面活性剤とカーボ
ンブラックと非イオン性樹脂分散剤と剪断減粘性付与剤を最小の単位として構成する。
【００１１】
　本発明の水性ボールペン用インキ組成物を用いると、インキ組成物中の顔料の凝集や沈
降が抑えられ、ボール受け座の摩耗が減少し、書き味が滑らかとなる理由は以下のように
推察している。即ち、本発明の水性ボールペン用インキ組成物において、本発明で用いる
カーボンブラックは、非イオン性樹脂分散剤を用いてインキ組成物中で分散させることで
、非イオン性樹脂分散剤が顔料分散剤として働き、カーボンブラックが凝集することなし
に均一に分散する。
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【００１２】
　カーボンブラックはインキ組成物中に配合された際に、剪断減粘性付与剤の影響により
凝集する傾向が見られる。その際に、非イオン性樹脂分散剤を用いると、カーボンブラッ
クの粒子間で立体的に存在し、凝集しにくくなる。さらに、非イオン性の樹脂系分散剤は
、リン酸エステル系界面活性剤の潤滑性を妨げることが無く、筆記した際に、良好な書き
味が得られる。
【００１３】
　また、リン酸エステル系界面活性剤は、その潤滑効果が非極性基であるアルキル基やポ
リオキシエチレン基などにより発生していると考えられる。本発明のボールペン用インキ
組成物は、ボールペンチップ内において、該インキ組成物中のリン酸エステル系界面活性
剤が、リン酸基などの極性基がボール表面やボール座の金属表面側に、アルキル基などの
非極性基がその反対側に配向した状態となっていると考えられる。リン酸エステル系界面
活性剤が前記のように配向することで、非極性基同士がボール表面とボール座の間に存在
して潤滑効果を発揮し、書き味が滑らかになっていると考えられる。
【００１４】
　そして前記の通り、カーボンブラックがインキ組成物中で均一に分散していることによ
りカーボンブラックの凝集が無いため、リン酸エステル系界面活性剤のボール表面やボー
ル座への配向を阻害しないため、潤滑効果が得られている。さらに、カーボンブラックの
凝集がないため、筆記する際に、カーボンブラックの凝集による引っかかりが無いため、
所謂ガリガリ感が無く筆記が可能となり、前記潤滑効果と併せて、書き味が滑らかとなる
。
【００１５】
　また、ボール受け座の摩耗は、筆記する際に、ボールが回転することによりボールとボ
ール受け座の摩擦により摩耗するが、その摩耗には、一般的にはインキ組成物中の着色剤
による影響が大きいと考えられている。本発明のボールペン用インキ組成物は、着色剤と
してカーボンブラックを用いることにより、インキが被筆記面に供給される際に、ボール
の回転に対してベアリングのように働いて緩衝作用をもたらし、ボールとボール受け座の
間に生じる摩擦を低減することが出来、結果としてボール受け座の摩耗を抑えることがで
きると考えられる。
【００１６】
　この様に、本発明に用いるリン酸エステル系界面活性剤、カーボンブラック、非イオン
性樹脂分散剤の組み合わせにより、インキ組成物中の顔料の凝集や沈降が抑えられ、ボー
ル受け座の摩耗が減少し、書き味が滑らかとなると考えている。
【００１７】
　本発明に用いるリン酸エステル系界面活性剤は、下記一般式（１）で表わされるものを
用いる。
一般式（１）
【化２】

（式中Ｒは炭素数１２～１６のアルキル基であり、ｎは２０～３０の整数であり、Ｒ’は
ＨまたはＲ（ＯＣ２Ｈ４）ｎである）。
　前記リン酸エステル系界面活性剤のアルキル基の炭素数が１２より少ないと非極性基の
潤滑効果が少なくなり、炭素数が１６より大きいとボール表面へリン酸エステル系界面活
性剤が配向しにくくなる。炭素数が１２～１６であると、リン酸エステル系界面活性剤が
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配向し、潤滑効果が十分に発揮されるため筆記する際の抵抗が少なくなり、滑らかな書き
味となる。さらに、ポリエチレンオキサイドの繰返し単位数であるｎの数が、２０より小
さいと、ポリエチレンオキサイド基の持つ潤滑効果が十分に発揮されず、３０より大きい
と親水性が高くなって水への溶解度が大きくなることや、分子鎖が長くなり過ぎることな
どにより、リン酸エステル系界面活性剤が配向し難くなる。ｎの長さが、２０～３０の範
囲にあるとリン酸エステル系界面活性剤が配向し、潤滑効果を十分に発揮することができ
るため、筆記する際の抵抗が少なくなり、書き味が滑らかとなる。
【００１８】
　本発明に用いるリン酸エステル系界面活性剤は、１種または２種以上用いることができ
、その配合量としては、インキ全質量に対して０．１～１０質量％、好ましくは、０．２
～２質量％の範囲で用いることができる。
【００１９】
　本発明に用いるカーボンブラックとしては、インキ組成物の着色剤として用いるが、そ
の１０質量％水分散体のｐＨが２～９の範囲のものを用いる。
【００２０】
　本発明に用いるカーボンブラックの１０質量％水分散液のｐＨとは、カーボンブラック
水分散体のカーボンブラックの濃度が１０質量％の時に測定した値を用いる。
【００２１】
　前記カーボンブラックの１０質量％水分散体は、カーボンブラックを水中に攪拌などし
ながら分散することや、市販のカーボンブラック水分散体を希釈するなどして、調整する
ことができる。
【００２２】
　前記カーボンブラックの１０質量％水分散体のｐＨが２より小さいとカーボンブラック
表面の強い酸性基がボールやステンレスチップに影響し、書き味が悪くなる。ｐＨが９よ
り大きいと、カーボンブラック表面の強い塩基性基が超鋼ボールのタングステンに影響し
たり、リン酸エステル系界面活性剤の配向性を阻害することがあり、書き味が悪くなった
り、ボール座が摩耗したりする。ｐＨが２～９の範囲にあると、リン酸エステル系界面活
性剤の潤滑効果を阻害せず、カーボンブラックが均一に分散し、ボール受け座が摩耗する
ことなく、滑らかな書き味となるため、この範囲のものを用いる。
【００２３】
　本発明の水性ボールペン用インキ組成物に用いるカーボンブラックとしては、酸性、中
性、弱塩基性のカーボンブラックを用いることができる。具体的には、ＮＥＲＯＸ６０５
（ｐＨ２．５、平均粒子径２２ｎｍ）、ＮＥＲＯＸ６００（ｐＨ２．５、平均粒子径２２
ｎｍ）、ＮＥＲＯＸ５００（ｐＨ２．５、平均粒子径２３ｎｍ）、ＮＥＲＯＸ５０５（ｐ
Ｈ２．５、平均粒子径２４ｎｍ）、ＮＥＲＯＸ３０５（ｐＨ２．５、平均粒子径２８ｎｍ
）、Ｐｒｉｎｔｅｘシリーズ　Ｐｒｉｎｔｅｘ９０（ｐＨ９、平均粒子径１４ｎｍ）、Ｐ
ｒｉｎｔｅｘ１４０Ｖ（ｐＨ４．５、平均粒子径２９ｎｍ）、ＰｒｉｎｔｅｘＵ（ｐＨ４
．５、平均粒子径２５ｎｍ）、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋシリーズ　Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃ
ｋ　ＦＷ２００（ｐＨ２．５、平均粒子径１３ｎｍ）、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　Ｓ１７
０（ｐＨ４．５、平均粒子径１７ｎｍ）、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　Ｓ１６０（ｐＨ４．
５、平均粒子径２０ｎｍ）、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２８５（ｐＨ３．５、平均粒
子径１１ｎｍ）、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ６（ｐＨ２．５、平均粒子径１７ｎｍ）、
Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ５（ｐＨ３、平均粒子径２０ｎｍ）、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌ
ａｃｋ５５０（ｐＨ２．８、平均粒子径２５ｎｍ、以上、デグサ社製）、トーカブラック
＃８５００（ｐＨ５．５、平均粒子径１４ｎｍ）、トーカブラック＃８３００（ｐＨ５、
平均粒子径１６ｎｍ）、トーカブラック＃７５５０Ｆ（ｐＨ７．５、平均粒子径２１ｎｍ
）、トーカブラック＃７４００（ｐＨ７、平均粒子径２８ｎｍ）、トーカブラック＃５５
００（ｐＨ６、平均粒子径２５ｎｍ、以上、東海カーボン社製）、ＳＢ９０５（ｐＨ７．
５、平均粒子径１５ｎｍ）、ＳＢ９６０（ｐＨ７．５、平均粒子径１４ｎｍ）、ＳＢ３０
５（ｐＨ７．５、平均粒子径１８ｎｍ）、ＳＢ７１０（ｐＨ７．５、平均粒子径２３ｎｍ
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）、ＳＢ２００（ｐＨ７．５、平均粒子径２６ｎｍ、以上、旭カーボン社製）、三菱カー
ボンブラック＃２６５０（ｐＨ３、平均粒子径１３ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃２６
００（ｐＨ６．５、平均粒子径１３ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃２３５０（ｐＨ２．
５、平均粒子径１５ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃２３００（ｐＨ８、平均粒子径１５
ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃１０００（ｐＨ３．５、平均粒子径１８ｎｍ）、三菱カ
ーボンブラック＃９８０（ｐＨ７．５、平均粒子径１６ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃
９７０（ｐＨ３．５、平均粒子径１６ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃９６０（ｐＨ７．
５、平均粒子径１６ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃８５０（ｐＨ８、平均粒子径１７ｎ
ｍ）、三菱カーボンブラック＃７５０Ｂ（ｐＨ７．５、平均粒子径２２ｎｍ）、三菱カー
ボンブラック＃６５０Ｂ（ｐＨ７．５、平均粒子径２２ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃
９５（ｐＨ８、平均粒子径４０ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃５２（ｐＨ８、平均粒子
径２７ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃４７（ｐＨ７．５、平均粒子径２３ｎｍ）、三菱
カーボンブラック＃４５（ｐＨ８、平均粒子径２４ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃４０
（ｐＨ７．５、平均粒子径２４ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃３０（ｐＨ８、平均粒子
径３０ｎｍ）、三菱カーボンブラックＭＡ１００（ｐＨ３．５、平均粒子径２４ｎｍ）、
三菱カーボンブラックＭＡ２３０（ｐＨ３、平均粒子径３０ｎｍ）、三菱カーボンブラッ
クＭＡ７７（ｐＨ２．５、平均粒子径２３ｎｍ）、三菱カーボンブラック＃３４００Ｂ（
ｐＨ６．５、平均粒子径２１ｎｍ、以上三菱化学社製）などが挙げられる。
【００２４】
　また、前記カーボンブラックなどを分散してカーボンブラック水分散体とした、市販の
カーボンブラック水分散体を用いることもできる。前記カーボンブラック水分散体として
は、具体的には、ＦＵＪＩ　ＢＢＬ　Ｂｌａｃｋ　８８８５（ｐＨ４．５、平均粒子径２
０ｎｍ）などが挙げられる。
【００２５】
　本発明に用いるカーボンブラックは、その一次粒子の平均粒子径としては、１０～３０
ｎｍのものが好ましく用いられる。この範囲より小さいと発色が悪くなる傾向や、カーボ
ンブラックの表面エネルギーが大きくなり凝集しやすくなる傾向が見られる。この範囲よ
り大きいと、カーボンブラックが経時沈降する傾向が見られる。この範囲にあると、カー
ボンブラックが凝集することも沈降することもなく、安定的に、均一に分散することがで
きるため、好ましい。
【００２６】
　本発明の水性インキ組成物は、１０質量％水分散体のｐＨが２～９の範囲のカーボンブ
ラックを用いるが、その配合量としては、カーボンブラックとして、インキ全質量に対し
て１～２５質量％、この範囲より小さいと、筆跡濃度が十分に出ない恐れがあり、この範
囲より大きいと顔料が凝集する傾向が見られる。好ましくは、２～１５質量％の範囲で用
いることができる。この範囲にあると、筆跡濃度が十分に得られ、顔料の沈降や凝集を起
こし難い。
【００２７】
　本発明に用いる非イオン性樹脂分散剤は、カーボンブラックをインキ組成物中に均一に
分散する顔料分散剤として働くことが主である。樹脂分散剤としては、アニオン性、カチ
オン性のイオン性樹脂分散剤が顔料分散剤として用いられる場合があるが、本発明におい
て、これらのイオン性樹脂分散剤を用いると、リン酸エステル系界面活性剤の潤滑効果を
阻害し、書き味が低下するため好ましくない。非イオン性樹脂分散剤を用いると、顔料の
凝集や沈降が無く、さらに、リン酸エステル系界面活性剤の潤滑効果を阻害すること無く
、本発明のインキ組成物に用いることができる。前記非イオン性樹脂分散剤としては、ポ
リビニルピロリドン及びその誘導体、共重合体、などを用いることができる。特に好まし
くは、ポリビニルピロリドン及びその誘導体、共重合体であり、具体的には、ＰＶＰ、Ｇ
ＡＮＥＸ、ＰＶＰ／ＶＡポリマー（以上、ＩＳＰ　ＪＡＰＡＮ社製）、Ｌｕｖｉｔｅｃ（
ＢＡＳＦ　ＪＡＰＡＮ社製）、ポリビニルピロリドン（日本触媒社製）などを挙げること
ができる。これらの非イオン性樹脂分散剤は、単独でまたは２種以上組み合わせて用いる
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ことができる。
【００２８】
　本発明に用いる非イオン性樹脂分散剤は、インキ組成物中に、溶解、分散した状態で用
いることができる。その配合量としては、インキ組成物全質量に対し、１～１５質量％、
好ましくは、２～１０質量％の範囲で用いられる。
【００２９】
　本発明の水性ボールペン用インキ組成物には、剪断減粘性付与剤を用いる。前記剪断減
粘性付与剤としては、水に可溶ないし分散性の物質が効果的であり、具体的には、キサン
タンガム、ウェランガム、サクシノグルカン、グアーガム、ローカストビーンガムおよび
その誘導体などのガム類、ヒドロキシエチルセルロース、アルギン酸アルキルエステル類
、グルコマンナン、寒天、カラギーナンなどの増粘多糖類、ベンジリデンソルビトール、
ベンジリデンキシリトールおよびこれらの誘導体、シリカ、天然又は合成粘土鉱物類など
の無機微粒子、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エ
ステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンひまし油、ポリオ
キシエチレンラノリン・ラノリンアルコール・ミツロウ誘導体、ポリオキシエチレンアル
キルエーテル・ポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフ
ェニルエーテル、脂肪酸アミド、ジアルキルまたはジアルケニルスルホコハク酸の塩類な
どが挙げられ、これらは、単独あるいは混合して用いることができる。前記剪断減粘性付
与剤として、増粘多糖類を用いると撹拌機の剪断に対して強く、安定してインキを作製す
ることができ、且つ、静止時と筆記時の粘度勾配が大きく、良好な安定性と筆記性が両立
できるため、好ましく用いられる。前記剪断減粘性付与剤の配合量としては、インキ組成
物全質量に対し、０．１～２０質量％の範囲で用いることができる。
【００３０】
　本発明の水性ボールペン用インキ組成物には、必要に応じて、各種水溶性有機溶剤を添
加することができる。前記水溶性有機溶剤としては、エタノール、プロパノール、ブタノ
ール、グリセリン、ソルビトール、トリエタノールアミン、ジエタノールアミン、モノエ
タノールアミン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、チオジエチレングリコー
ル、ヘキシレングリコール、１，３－ブタンジオール、ポリエチレングリコール、プロピ
レングリコール、ブチレングリコール、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレ
ングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、
プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、
２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドンなどが挙げられる。尚、前記水溶性有機溶
剤は、１種または２種以上を用いることができ、インキ組成物全質量に対して、２～６０
質量％、好ましくは、５～３５質量％の範囲で用いることができる。
【００３１】
　その他必要に応じて、染料などの着色剤、ｐＨ調整剤、防腐剤あるいは防黴剤、防錆剤
などを添加することができる。前記ｐＨ調整剤としては、アンモニア、炭酸ナトリウム、
リン酸ナトリウム、水酸化ナトリウム、酢酸ナトリウムなどの無機塩類、硫酸、炭酸など
の無機塩類、トリエタノールアミンやジエタノールアミンなどの水溶性アミン化合物など
に代表される有機塩基性化合物、酢酸、乳酸、クエン酸などの有機酸類などが挙げられる
。
【００３２】
　前記防腐剤あるいは防黴剤としては、石炭酸、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オ
ンの塩、安息香酸ナトリウム、デヒドロ酢酸ナトリウム、ソルビン酸カリウム、パラオキ
シ安息香酸プロピル、２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジ
ンなどが挙げられる。
【００３３】
　前記防錆剤としては、ベンゾトリアゾールおよびその誘導体、トリルトリアゾ－ル、ジ
シクロヘキシルアンモニウムニトレート、ジイソプロピルアンモニウムニトレート、チオ
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硫酸ナトリウム、エチレンジアミン四酢酸、サポニン、ジアルキルチオ尿素などが挙げら
れる。
【００３４】
　また、溶剤の浸透性を向上させるフッ素系界面活性剤や、消泡剤として、ノニオン、ア
ニオン、カチオン系界面活性剤、ジメチルポリシロキサンなどを用いることができる。
【００３５】
　さらに、耐乾燥性を妨げない範囲でアルキッド樹脂、アクリル樹脂、スチレンマレイン
酸共重合物、セルロース誘導体、ポリビニルアルコール、デキストリンなどの水溶性樹脂
を１種または２種以上添加することや、湿潤剤として、尿素、ノニオン系界面活性剤、ソ
ルビット、マンニット、ショ糖、ブドウ糖、還元デンプン加水分解物、ピロリン酸ナトリ
ウムなどを添加することができる。
【００３６】
　本発明の水性ボールペン用インキの製造方法の一例としては、水、カーボンブラック、
非イオン性樹脂分散剤、潤滑剤、水溶性有機溶剤、ｐＨ調整剤、防菌剤などをナノマイザ
ー（吉田機械興業社製）などの分散機を用いてカーボンブラックを均一に分散したベース
インキを作製した後、上記作製したベースインキを加温しながら、剪断減粘性付与剤を投
入し、ホモジナイザーなどの撹拌機を用いて均一な状態となるまで十分に混合撹拌するな
どして、水性ボールペン用インキ組成物を得ることができる。
【００３７】
　本発明の水性ボールペンは、先端にボール回転自在に抱持したボールペンチップを直接
または接続部材を介して具備してなるインキ収容筒に、前記インキ組成物が充填されてな
る構成となっている。
【００３８】
　本発明の水性ボールペンは、本発明のインキを充填することにより、従来の水性ボール
ペンに比較して、ボール受け座の摩耗が減少し、滑らかな書き味となる。
【００３９】
　本発明に用いる水性ボールペン用のボールとしては、特に限定されないが、その材質と
しては、具体的には、タングステンカーバイト系などの超硬材料などからなる超硬ボール
、シリカ、アルミナ、ジルコニア、炭化ケイ素、窒化ケイ素などのセラミック製のボール
などを用いることができる。さらに、前記ボールの表面粗さが、算術平均で５ｎｍ以下の
ボールを用いることが好ましい。表面粗さが５ｎｍ以下のボールを用いると、筆記する際
に筆記面との筆記抵抗が小さる傾向が見られ、書き味が非常に滑らかとなるため好ましい
。具体的には、所謂、鏡面ボールなどを用いることができる。
【００４０】
　本発明において、ボールの表面粗さは、触針式表面粗さ測定器（Ｔａｙｌｏｒ　Ｈｏｂ
ｓｏｎ社製、Ｆｏｒｍ-ｔａｌｙｓｕｒｆ-Ｓ１Ｆ－５０）により求めた値である。
【００４１】
　本発明の水性ボールペンに用いるボールペンチップは、金属材料をドリルなどによる切
削加工により成形したボール抱持部にボールを抱持してなるチップ、あるいは、金属製の
パイプの先端近傍を外面より内方に押圧変形させたボール抱持部にボールを抱持してなる
チップ、あるいは、金属材料の切削加工や金属製のパイプにより形成したチップに抱持す
るパイプをバネ体により前方に付勢させたものなどを用いることができる。前記ボール抱
持部に用いる材料としては、ステンレス鋼材を材料とすることが好ましい。ステンレス鋼
材とすることで、本発明のボールペンで筆記する際に、ボールが回転して筆記することと
なるが、チップのボール受け座の摩耗を特に抑えることができるため、好ましい。
【００４２】
　本発明の水性ボールペンに用いるインキ収容筒としては、従来知られているインキ収容
筒を用いることができる。具体的には、前記インキ組成物を中綿に含浸するタイプや、イ
ンキの流出量を調整することが可能なペン芯を設けたタイプや、ポリプロピレンやポリエ
チレンなどからなる筒状の成形体の一端にボールペンチップを直接またはチップホルダー
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などの接合部材を介して設けたタイプのインキ収容筒等を用いることができる。
【００４３】
　前記インキ収容筒は、筆記具の軸筒内に収容する、所謂レフィル形状でも良く、先端部
にボールペンチップを設けた筆記後の軸筒自体をインキ収容筒として、本発明の水性ボー
ルペン用インキ組成物を充填しても良い。
【実施例】
【００４４】
　以下、本発明の実施例を説明するが、本発明はこれによって限定されるものではない。
（実施例１）
カーボンブラックＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０質量部
（１０質量％水溶液のｐＨ＝２．５　平均粒子径１３ｎｍ、
　　　　三菱化学社製、商品名：三菱カーボンブラック＃２６５０）
リン酸エステル系界面活性剤（炭素数：１２　ｎ：２０）　　　　　１．０質量部
ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５質量部
エチレングリコール（水溶性有機溶剤）　　　　　　　　　　　　１０．０質量部
トリエタノールアミン（ｐＨ調整剤）　　　　　　　　　　　　　　１．０質量部
防腐、防黴剤Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１質量部
（１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン
　　　　アーチケミカル社製、商品名：プロキセルＸＬ－２）
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５．０質量部
　上記配合をナノマイザーで撹拌してベースインキを作製した。
　その後、上記作製したベースインキを加温しながら、キサンタンガム（剪断減粘性付与
剤）０．４質量部を投入して、ホモジナイザー撹拌機を用いて均一な状態となるまで十分
に混合撹拌した後、濾紙を用い濾過を行って、実施例１の水性ボールペン用インキ組成物
を得た。
【００４５】
（実施例２～１１）
　（表１）に示した配合とした以外は実施例１と同じ方法で水性ボールペン用インキ組成
物を得た。
【００４６】
（比較例１～１０）
　（表１）に示した配合とした以外は実施例１と同じ方法で水性ボールペン用インキ組成
物を得た。

【表１】

注１：カーボンブラック、１０質量％水分散体のｐＨ＝３．０、平均粒子径１３ｎｍ
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　　　（三菱化学社製、商品名：三菱カーボンブラック＃２６５０）
注２：カーボンブラック、１０質量％水分散体のｐＨ＝８、平均粒子径１５ｎｍ
　　　（三菱化学社製、商品名：三菱カーボンブラック＃２３００）
注３：カーボンブラック、１０質量％水分散体のｐＨ＝３．５、平均粒子径１６ｎｍ
　　　（三菱化学社製、商品名：三菱カーボンブラック＃９７０）
注４：カーボンブラック、１０質量％水分散体のｐＨ＝２．５、平均粒子径２２ｎｍ
　　　（デグサ社製、商品名：ＮＥＲＯＸ６０５）
注５：カーボンブラック、１０質量％水分散体のｐＨ＝３．５、平均粒子径２４ｎｍ
　　　（三菱化学社製、商品名：三菱カーボンブラックＭＡ－１００）
注６：カーボンブラック、１０質量％水分散体のｐＨ＝７．５、平均粒子径１３ｎｍ
　　　（旭カーボン社製、商品名：ＳＢ９３５）
注７：カーボンブラック、１０質量％水分散体のｐＨ＝７．５、平均粒子径１５ｎｍ
　　　（旭カーボン社製、商品名：ＳＢ９０５）
注８：カーボンブラック１０質量％水分散体、１０質量％水分散体のｐＨ＝４．５、平均
粒子径２０ｎｍ、１０質量％のアルキル変性ポリビニルピロリドン含有
　　　（冨士色素製、商品名：ＦＵＪＩ　ＢＢＬ　ＢＬＡＣＫ　８８８５）
注９：カーボンブラック、１０質量％水分散体のｐＨ＝８．０、平均粒子径４０ｎｍ
　　　（三菱化学社製、商品名：三菱カーボンブラック＃９５）
注１０：カーボンブラック、１０質量％水分散体のｐＨ＝１０．０、平均粒子径２４ｎｍ
注１１：酸性染料の３０質量％水溶液
　　　（ＬＡＮＸＥＳＳ社製、商品名：Ｂａｙｓｃｒｉｐｔ　Ｂｌａｃｋ ＳＰ－Ｌ）

注１２：一般式（１）で示されるリン酸エステル系界面活性剤（炭素数：１２、ｎ：２０
）
注１３：一般式（１）で示されるリン酸エステル系界面活性剤（炭素数：１２、ｎ：２５
）
注１４：一般式（１）で示されるリン酸エステル系界面活性剤（炭素数：１２、ｎ：３０
）
注１５：一般式（１）で示されるリン酸エステル系界面活性剤（炭素数：１６、ｎ：２５
）
注１６：一般式（１）で示されるリン酸エステル系界面活性剤（炭素数：１２、ｎ：１０
）
注１７：一般式（１）で示されるリン酸エステル系界面活性剤（炭素数：１２、ｎ：４０
）
注１８：一般式（１）で示されるリン酸エステル系界面活性剤（炭素数：８、ｎ：２５）
注１９：一般式（１）で示されるリン酸エステル系界面活性剤（炭素数：１０、ｎ：２５
）
注２０：一般式（１）で示されるリン酸エステル系界面活性剤（炭素数：１８、ｎ：２５
）
注２１：水溶性アクリル樹脂
（ＢＡＳＦ社製、商品名：ジョンクリル６１Ｊ）
注２２：ノニオン性界面活性剤
　　　　（日光ケミカルズ社性、商品名：ＮＩＫＫＯＬ　ＢＣ－２０ＴＸ）
注２３：１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オンのナトリウム塩
　　　（アーチケミカル社製、商品名：プロキセルＸＬ－２）
【００４７】
　得られたインキ組成物について、ポリ瓶に保存し、５０℃一ヶ月経時後の安定性につい
て、評価を行った。その結果は、（表１）に示した。
　◎　：初期と変わりなく、インキ中にカーボンブラックの凝集が無く均一に分散してい
る。
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　○　：わずかにカーボンブラックの凝集が見られるが、インキ中に均一に分散している
。
　△　：カーボンブラックの沈降がわずかに見られる。
　×　：カーボンブラックが凝集し、インキ中で沈降が見られる。
【００４８】
　（実施例１２～２２）
　（水性ボールペンの製造）
　（表２）に示したボールと実施例１～１１で作製した水性ボールペン用インキ組成物を
用い、以下の通り、水性ボールペンを作製した。
　直径０．５ｍｍのボールを抱持したステンレススチール製のボールペンチップを樹脂製
のチップホルダーを介してポリプロピレン製インキ収容筒の一端に嵌着し、内部に押圧バ
ネを配置したボールペンレフィルに実施例１～１０の水性ボールペン用インキ組成物を充
填し、さらに、ボールペンチップと反対側のインキ組成物に接するように、グリース状の
インキ逆流防止体を配設して、５３０Ｇで３分間の遠心処理を施したあと、前記ボールペ
ンレフィルを筆記具の軸筒（（株）パイロットコーポレーション社製、商品名Ｇ-２）に
組み込み、ボールペン形態とした。
【００４９】
（比較例１１～２０）
　（表２）に示したボールと比較例１～１０で作製した水性ボールペン用インキ組成物と
した以外は実施例１２～２２と同じ方法で水性ボールペンを作製した。

【表２】

注２５：材質：窒化ケイ素、表面粗さ１．４ｎｍ
注２６：材質：超硬、表面粗さ１．２ｎｍ
注２７：材質：超硬、表面粗さ０．８ｎｍ
【００５０】
　得られたボールペンについて、ボール座の摩耗、書き味の評価を行った。その結果は、
表２に示した。
【００５１】
　ボール座の摩耗：荷重１００ｇ、筆記速度４ｍ／分、筆記角度６５度で９００ｍ筆記し
た際のボールの沈んだ量をμｍで示した。
　書き味：得られたボールペンを用いて、筆記用紙Ａに筆記し、その時の書き味を官能試
験により評価した。
　◎　：非常に滑らかに筆記可能。
　○　：滑らかに筆記可能。
　△　：筆感がやや重い。
　×　：筆感重く、ガリガリ感があり、滑らかでない。

【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明は、上記構成としたことなどにより、良好な筆記性能を得ることができる水性ボ
ールペン用インキ組成物として、またそれを充填した水性ボールペンとして利用可能であ
る。
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